



































































































































































































ために専門的手工業者を誘致し彼等には土地を付与した。私領植民地に 免役地代制 崩壊がすすみ小農その他 無産階級の勢力が伸張 つつあったが、
アメリカ革命の成功はこれを決定づけた。
アメリカの植民地時代の地代支払は




















































































































遠隔地に旅する行商人の経営は行商圏内の集落の発達、商業の活発化とともに成長し、その発展に重大な関係があ⑬ る。行商の形成の一般的交通条件は、不便でほかにより良い交通手段もなく、分配体系の欠如する処にあり、 こに行商人として旅する 慣習を設立さすことになった。しかし道路や運河が建設されはじめた時 は行商人 歩き廻るよりよい手段を与えたことになり、行商範囲を拡大して繁栄した。けれども鉄道が開通した時は、行商の存在に対する第一の危機となった。蒸気のエンジンは馬よりも速く、より低廉で、
より能率的であった。そして人々は鉄道によってより敏速に、より安く商品を手に入れることが出来た時は自


















ニアを相手としていたからであった。また何でも商売にしなければならなかったのでトリックをも敢えてせねばならなかった。けれども彼の演じた真のサービスに対して目をとじではなら い。他の手段が欠如しているとき、彼は商品の使用者の手に商品を得させる容易 方法を与えたのであった。販売のない生産は失敬であり、分配と消費は商取引の生命である。分配者 行商人がなかったならば、
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を取扱い、また建設業、金融業など各種産業の部門 分化、専門化したのに対 て、前者は工業部門の連関産業を集中的に拡大し 展門せしめ それがまた行商を多面化した活 化 富山売薬業 ように行商に集中し
た














けられるが、売薬業への労働力の吸牧は れた平野周辺の田舎町や農村にむけられ、経 者もこ 新地域か
@ 
らの出身者が増加す 傾向を顕著にしている。売薬行商はここでは稲作経営における農閑期利用 兼 の性格を強くおびるのである。こうして旧来の売薬 中心地である富山市出身の 人の数は増加しない その県内におけ
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るの比重はむしろ漸減してきた。富山県の統計としては業者の数や販売に大きな異動は現われて来なく、却って漸増の傾向にあるけれども、平野の内部に、このような構造的変化を顕現している。ただ製薬業の分野が却って富山市に集積している。こうして富山売薬業は他の二者と異なって消滅しないで存続してきた。
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